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スセクターの物理を議論した。中でも，粒子加速器実験で探索可能な ww散乱 (WtWz→Z~L) ， ヒッグス粒子崩壊
(H→wzw工/Z~J ， w対生成 (e+e-→ WtWz) に着目し，素粒子現象論また宇宙論からの動機から広く研究されて


















が待たれている部分であるo このため， ヒッグス粒子の構造についていくつかの可能性が考えられている。特に，ヒ y
グス粒子は l 個のみか，複数個あるのかは大きな問題である。超対称性標準模型では，標準理論の 1 個に対して，複
数個( 5 個)存在する o
本論文では， ヒ y グス粒子が複数個存在する場合に，複数個存在することをどのようにして検証するかを研究した。
当面の実験では， もっとも軽いヒッグス粒子が発見されたとしても，他の粒子を直接作ることはエネルギー的に難し
いことによる o 実際には， もっとも軽いヒッグス粒子の崩壊や，ゲージ粒子 (Wや Z 粒子)の散乱に重いヒッグス粒
子がどのような効果を及ぼすのかを，摂動の 1 ループを取り入れた計算を行い詳しく検討した。この結果，標準理論
とは大変異なった振る舞いをする場合があり，これらを総合するとヒッグス粒子が 1 個しか存在しないのか，複数個
あるのかを区別できることを示した。この仕事は，博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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